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（資料5　本施設用地周辺　地質調査結果）
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1.は じ め に 

 

本報告書は、高知市香美市土佐山田町において実施した調査ボーリングの結果を取りまとめたもの

である。 

調査目的は、施工予定箇所の土質状況・地層構成及び土質の強度特性を把握することを目的として

行った。 
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2.調 査 概 要 

 

本調査は、香美市のご依頼により、長崎テクノ（株）が実施したものである。 

 

・調  査  名 香美市新庁舎建設に伴う地質質調査委託業務 

          

・調 査 箇 所 高知県香美市土佐山田町 

 

・調 査 期 間 自) 平成 19 年 12 月 18 日 

         至) 平成 20 年 1 月 31 日 

 

・調 査 内 容 調査ボーリング 2孔 ΣL=30.00ｍ 

 

         調査数量の詳細は、表 2-1 に示す。 

 

・調 査 施 工 長崎テクノ（株） 

         〒780-0812 

         高知市若松町 1705 番地 

         Tel 088-882-5205 

         Fax 088-882-5231 

 

 

表 2-1 調査数量表  

土質試験

粘
性
土

砂
質
土

礫
混
じ
り
土
砂

玉
石
混
じ
り
土
砂

軟
岩

粘
性
土

砂
質
土

礫
混
じ
り
土
砂

玉
石
混
じ
り
土
砂

軟
岩

粒
度
試
験

（
フ
ル
イ

）

1 12.00 0.20 0.00 0.80 11.00 0.00 0 0 0 12 0 1

2 18.00 7.40 0.00 0.20 10.40 0.00 8 0 0 10 0 1

合計 30.00 7.60 0.00 1.00 21.40 0.00 8 0 0 22 0 2

標準貫入試験試錐　φ66　Ac

Bor.No
掘
進
長
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図 2-1 調査位置図 

 

  

 

調査位置 
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図 2-2 調査位置平面図 
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3.地質概要 

 

3-1.調査位置 

 調査地は香長平野の北部、香美郡土佐山田町に位置し、JRとさやまだ駅より国道234号線を

南南西へ約400ｍ、香美市役所の敷地内である。 

 

3-2.地形概要 

調査地付近の地形概要は、香長平野の北部に位置し、東西方向にリニアメントを呈する山地

の谷部に形成された沖積低地である。 

 香長平野では土佐山田町談義所を扇頂とする扇状地地形で特徴づけられ、調査箇所において

も浅層部より扇状地性の礫質土層が分布し、その下方より洪積世の粘性土層が分布する。 

 

3-3.地質概要 

調査地は秩父帯市ノ瀬層に属し、今回の調査では基盤岩は確認されなかったが、模式地では

主に塊状泥岩・粗粒砂岩・礫岩よりなり、凝灰質泥岩を挟み、石灰岩の小レンズも見られる。

それらを被覆する浅層地質は上部では扇状地性の礫質土層を主体とし、深度GL-11.00ｍより

洪積世の粘性土層が分布する。 

 

 

 
図 3-1 温泉地質図 

 

 

 

 

 

調査位置 
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4.調査結果 

 

4-1.調査ボーリング結果 

調査箇所において 2 箇所、地層構成および強度特性を把握するために調査ボーリングおよび標準貫

入試験を実施した。 

 これらの調査結果は、巻末の柱状図に取りまとめたが、概要を下記に示す。 

  地層は次の4層に分類される。 

 

1）埋立土層   （ B ） 

2）有機質土層  （Aol1） 

3）礫質土層   （Ag1） 

4）粘性土層   （Dc1） 

 

1）埋立土層   （ B ） 

 φ5～50mm 程度の亜角～亜円礫を主体とする。マトリックスは中～細砂。 

 

2）有機質土層  （Aol1） 

 旧表土層。不均質な細粒分を主体とする。Φ5～30mm 程度の亜円礫を含む。 

 

3）礫質土層   （Ag1） 

 φ5～50mm 程度の亜円礫を主体とする。マトリックスは中～細砂。削孔中 L=3～12cm の短棒状コア

で玉石を採取。GL-7.5～8.0m 以深では、色調が暗褐灰色～暗茶灰色に変化し、細粒分を多く含む。平

均Ｎ値は 45.0 を示す。 

 

4）粘性土層   （Dc1） 

 不均質な細粒分を主体とし細砂を含む。Φ5～50mm 程度の亜円礫を含む。平均Ｎ値は 29.3 を示す。 
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                 表 4-1-1 地質構成表 

地質時代 土質名 記号 平均Ｎ値 記　　事

埋立土 B -

φ5～50mm程度の亜角～亜円礫を主体とする。マトリックスは
中～細砂。

沖積世 有機質土 Aol1 -

旧表土層。不均質な細粒分を主体とする。Φ5～30mm程度の亜
円礫を含む。

礫質土 Ag1 45.0

φ5～50mm程度の亜円礫を主体とする。マトリックスは中～細
砂。削孔中L=3～12cmの短棒状コアで玉石を採取。GL-7.5～
8.0m以深では、色調が暗褐灰色～暗茶灰色に変化し、細粒分
を多く含む。

洪積世 粘性土 Dc1 29.3

不均質な細粒分を主体とし細砂を含む。Φ5～50mm程度の亜円
礫を含む。
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4-2.室内土質試験結果 

 液状化対象層と考えられる礫質土層において土の細粒分含有率を測定するため粒度試験（フルイ）

を実施した。 

 

1)試料採取箇所および試験項目 

 試料採取箇所および試験項目は以下のとおりである。 

 

表 4-2-1 試料採取箇所および試験項目 

Bor.No 試料番号 試験項目
1 P-1-1 11.00 ～ 12.00 粒度試験（フルイ）
2 P-2-1 10.00 ～ 11.00 粒度試験（フルイ）

深度　GL(-m)

 

 

 

2)試験結果 

試験結果を表 4-2-1 に示す。粒度試験結果では全試料とも礫分を主体とし、地盤材料の工学的分類

では粘性土質砂質礫に分類される。 

 

表 4-2-1 室内試験結果 

試料番号 P-1-1 P-2-1
試験深度　GL- (m) 11.00～12.00 10.00～11.00
分類 粘性土質砂質礫 粘性土質砂質礫

分類記号 （GCsS) （GCsS)
礫分 (%) 60.6 45.7
砂分 (%) 21.4 27.3
シルト分 (%)

粘土分 (%)

最大粒径 (mm) 53.0 37.5
均等係数　
細粒分含有率 (%) 18.0 27.0

18.0 27.0

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

P-1-1

P-2-1

礫 (%)

砂 (%)

シルト・粘土 (%)
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5.調査結果のまとめ 

 

5-1.土質定数の推定 

基礎の設計に用いる地盤の諸定数は、地盤調査及び土質試験の結果を総合的に判断して決めなければなら

ない。 

  土質定数の決定は「建築基礎構造設計指針」に基づいて推定する。         

 

1）土の単位体積重量 

 土の単位重量の目安として｢建築基礎構造設計指針」P.137に示されている値を用いる。 

 

表5-1-1 土の単位体積重量（kN/m３） 

土 の 種 類 単位体積重量 

き れ い な 砂 ま た は 砂 利                         18 

シルトまたは粘土を含む透水性の低い砂質土 18 

粘 土 を 多 量 に 含 む 砂 質 土                        17.5 

軟 弱 な 有 機 質 シ ル ト ま た は シ ル ト 質 粘 土                        16 

硬 質 粘 土                        17 

 

2）粘着力及び内部摩擦各 

 粘着力Ｃの値及び内部摩擦角φの値は、本来は土の乱さない試料を採取して、直接せん断試験あるいは

三軸圧縮試験を行う事によって決めるべきものであり、砂質土の場合は排水条件で、粘性土の場合は非排

水条件で試験するのが妥当である。ただし、砂地盤に対しては、乱さない試料の採取が実際上困難である

から、このような場合には標準貫入試験の結果から内部摩擦角の値を推定し、また粘着力はＣ＝０と仮定

する。 

 標準貫入試験のＮ値から砂質土地盤の内部摩擦角φを推定する式としては、Peck ほか Dunham のものなど

のほかに、東京付近の資料に基づいた次の大崎の式がある。 

すなわち、砂質土と分類される領域にあるものに対し、平均値として次の式が与えられている。 

 

                   内 部 摩 擦 角  φ ＝            ----- ①         

 

実際の内部摩擦角は①式の値に対しては±8゜の範囲内にある。上記提案式のＮ値と内部摩擦角φとの関係

を図示したものが表5-1-2である。 

 

 

 

 

 

 

1520 +N
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図 5-1-1 φとＮ値との関係 

 

 また、粘性土地盤に対しては、一軸圧縮試験を行って土の一軸圧縮強さｑｕより次式を用いて粘着力Ｃ

を算出する。 

 

                       粘着力Ｃ＝qu/2 ・・・・・② 

 

 なお、一軸圧縮試験を行わない場合は、粘着力Ｃ＝Ｎ/0.16より求める。 

  

土質定数の推定値を以下に示す。 

 

表 5-1-2 土質定数の推定表 

No. 土質名 記号 平均Ｎ値
単位体積重量

kN/m3 
粘着力 kN/㎡ 内部摩擦角φ゜

1 埋立土 B - 18 - - 

2 有機質土 Aol1 - 16 - - 

3 礫質土 Ag1 45.0  18 - 45.0 

4 粘性土 Dc1 29.3  16 183.1 - 

 

 

 

 

 

 

 

０ １０ ２０ ３０ ４０ ５０ ６０

Ｎ値 （回）

１０

２０

３０

４０

５０

内

部

擦

角

摩
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5-2.液状化の検討 

 

 建築基礎構造設計指針では、「液状化判定の対象とすべき土層」として下記のように示され

ている。 

 

 液状化を行う必要がある飽和土層は、地表面から20ｍ以浅の沖積層で、細粒土含有率が35％

以下の土層。ただし、埋立地盤など人工造成地盤では、細粒土含有率が35％以上であっても粘

土の含有率が10％以下、または、塑数が15％以下の土層。 

 

 調査箇所においては、液状化判定の検討土層として地下水位以下の礫質土層（Ag1）につい

て検討を行った。 

 

液状化の計算は次ページに示す。なお、計算に用いた細粒分含有率は以下のとおりである。 

 

表5-2-1 液状化検討に用いた細粒分含有率 

深度 細粒分含有率
GL-m Fc（%)

1 P-1-1 11.00-12.00 18.0

2 P-2-1 10.00-11.00 27.0

Bor.No. 試料番号
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液状化危険度の判定には、PL値を用いた。PL値とはその地点での液状化の危険度を表す値で、

これは、阪神・淡路大震災の教訓を踏まえて改訂された「道路橋示方書・同解説 Ｖ耐震設計

編（平成８年１２月）」にある手法（FL－PL法）から算出された地下20ｍまでの地層につい

て1ｍごとのFL値（液状化に対する抵抗値）を基に求めたものである。  

 

15 ＜ PL 液状化危険度がきわめて高い  

 5 ＜ PL ≦ 15 液状化危険度が高い  

 0 ＜ PL ≦ 5 液状化危険性は低い  

 PL = 0 液状化危険度はかなり低い 

 

 各地点のPLを表5-2-2に示す。200galの水平加速時には、Bor.No1、Bor.No2ともPL値=0.00

となり液状化危険性はかなり低い結果となる。 

 

表5-2-2 各地点のPL値（水平加速度200gal） 

地点 Bor.No1 Bor.No2 

PL値 0.00  0.00  
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5-3.支持層及び基礎形式について 

   

1）支持層 

 基礎形式及び支持層については、地盤条件（地形、地質、地下水等の条件）及び、構造物の荷重条

件より選定する必要がある。 

  一般に、良好な支持層の目安としては、砂質土、礫質土の場合、Ｎ≧30 粘性土の場合、Ｎ≧20 が

良好な支持層となる。 

  基礎地盤は構造物の設計施工において最も重要な要因であり、その特性を十分理解し選定しなけれ

ばならない。 

  今回の調査箇所においては、GL-1.15～4.15m 以深よりＮ≧30の礫質土層（Ag1）が確認される。 

従って良好な支持層としては、GL-1.15m～4.15m 以深の礫質土（Ag1）となる。 

  

2）基礎形式 

 基礎形式としては、表 5-3-1 に示す形式があり、支持層を礫質土（Ag1）とする場合、基礎形式は

直接基礎が適当と考えられる。 
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表 5-3-1 一般の構造物に対する基礎形式選択表 

 
 
打込杭 

 
場所打ち杭 

 
 
               基  礎  形  式 
 
 
 
 
 
   設  計  条  件 

 
 
 
直 
 
接 
 
基 
 
礎 

 
Ｐ 
Ｃ 
 
 
 
 
杭 

 
鋼 
 
 
 
 
 
杭 

 
リ 
バ 
｜ 
ス 
 
 
杭 

 
ベ 
ノ 
ト 
 
 
 
杭 

 
ア 
｜ 
ス 
ド 
リ 
ル 
杭 

 
 
 
深 
 
 
 
 
 
礎 

 
 荷 
 重 
 規 
 模 

 
橋台・橋脚１基当たり 
常時荷重 (tf)  
 
一時荷重 (tf) 

 
 200t以下 
 200～500 
 500～1500 
 1500以上 

 
○ 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
△ 
× 

 
○ 
○ 
△ 
△ 

 
△ 
○ 
○ 
△ 

 
△ 
○ 
○ 
△ 

 
△ 
○ 
○ 
△ 

 
△ 
○ 
○ 
△ 

 
完全支持  Df 
 
Df:支持層の深さ 

 
  0 ～  5ｍ 
  5 ～ 10 
 10 ～ 20 
 20 ～ 30 
 30 ～ 60 

 
○ 
△ 
× 
× 
× 

 
△ 
○ 
○ 
△ 
× 

 
△ 
△ 
△ 
○ 
○ 

 
× 
△ 
○ 
○ 
○ 

 
× 
△ 
○ 
○ 
△ 

 
× 
△ 
○ 
○ 
△ 

 
△ 
○ 
○ 
△ 
× 

 
 
 支 
 
 持 
 
 方 
 
 式 

 
不完全支持 
摩擦支持 

 
△ 
× 

 
○ 
○ 

 
△ 
△ 

 
○ 
× 

 
○ 
× 

 
○ 
× 

 
○ 
× 

 
支面 
持状 
層態 

 
平 坦 （30゜以下） 
傾 斜  （30゜以上） 
凹 凸  

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
△ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
△ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 

 
 
 中 
 
 間 
 
 層 
 
 の 
 
 状 
 
 態 

 
粘性土   Ｎ値  4以下 
                   4 ～ 10 
                  10 ～ 20 
砂 層   Ｎ値 16以下  
                  15 ～ 30 
                  30以上 
粘着性のない緩い砂 
（Ｎ値10以下の層が5ｍ以上ある場合） 
礫・玉石・転石  無し  
                  12cm以下 
                  12～20cm 
                  20cm以上 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

 
○ 
○ 
△ 
○ 
○ 
× 
○ 
○ 
○ 
△ 
× 
× 

 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
△ 
○ 
○ 
○ 
○ 
△ 
× 

 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
△ 
○ 
○ 
○ 
△ 
× 

 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
△ 
× 
○ 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
△ 
○ 
○ 
○ 
× 
× 

 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
△ 
○ 
○ 
○ 
○ 
△ 

 
中の 
間状 
層態 
と 
支 
持 
層 

 
地下水位   フーチング下面以上 
           フーチング下面以下 
           杭先端以下 
被圧地下水  地表より0～2ｍ 
                      2ｍ以上 
流動地下水流 3m/min程度以上 
有毒ガス   有り   

 
△ 
○ 
  
△ 
× 
△ 
△ 

 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 
○ 
△ 
○ 
○ 

 
○ 
○ 
○ 
△ 
× 
× 
○ 

 
○ 
○ 
○ 
△ 
× 
× 
○ 

 
○ 
○ 
○ 
△ 
× 
× 
○ 

 
× 
△ 
○ 
× 
× 
× 
× 

 
表 
層強 
  度 

 
普通の場合 
軟弱な粘性土Ｎ値2以下 
緩い飽和した砂質土（Ｎ値10以下） 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
表地 
層形 
の 

 
平 坦  （10゜以下） 
傾 斜  （10゜以上） 
凹 凸  

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 

 
 環 
 
 
 境 

 
水上施工 
騒音振動対策 
隣接構造物に対する影響防止 
作業空間の狭い場合 

 
△ 
○ 
△ 
○ 

 
○ 
× 
△ 
× 

 
○ 
× 
△ 
△ 

 
○ 
△ 
△ 
△ 

 
× 
△ 
△ 
× 

 
△ 
△ 
△ 
× 

 
× 
○ 
△ 
○ 

 
 工 
 期 

 
１基当たりの工期 
同時施工性 

 
○ 
○ 

 
○ 
○ 

 
○ 
○ 

 
○ 
△ 

 
○ 
△ 

 
○ 
△ 

 
△ 
○ 

注）①支持層の強さの標準は、砂質土Ｎ値 30 以上、粘性土Ｎ値 20 以上。 

 



ボーリング柱状図

調  査  名 香美市新庁舎建設に伴う地質調査委託業務

事業･工事名

ボーリングNo. 1

シートNo. 07213154-01

180°

0°

90°
上

下

270° 90°

0°

180°

西 東

北

南

水平 0°

90°

鉛
直

ボーリング名 1 調査位置 高知県香美市土佐山田町 北  緯

発 注 機 関 香美市 調査期間 平成20年1月8日～20年1月12日 東  経

調査業者名
長崎テクノ株式会社

電話（088-882-5205）
主任技師 宮内秀雄

現　場
代理人

宮内秀雄
コ　ア
鑑定者

宮内秀雄
ボーリン
グ責任者

佐藤義春

孔口標高
+42.82m

試 錐 機 東邦D2-G
ハンマー
落下用具

自動落下装置

総掘進長 12.00m エンジン ヤンマー製NS110型 ポ ン プ 東邦BG-3B
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室
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験
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日

標　準　貫　入　試　験 原 位 置 試 験 試料採取

10cm毎の

打撃回数
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φ5～50mm程度の亜角礫～亜円礫
を主体とする。マトリックスは中
～細砂。

盛土・
砂礫

暗褐
灰

1.000.1541.82 不均質な細粒分を主体とする。φ
5～20mm程度の亜円礫の混入がみ
られる。

礫混じ
り有機
質粘土

黒褐

12.0011.0030.82

φ5～50mm程度の亜円礫を主体と
する。
マトリックスは中～細砂。L=3～
7cm程度の短棒状コアで玉石を採
取。
GL-8m付近より色調は暗褐灰から
暗茶灰色に変化し、細粒分の混入
が多くなる。
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香美市新庁舎建設に伴う地質調査委託業務

Bor.No.1

12.00m GL-0.00～GL-12.00m

長崎テクノ株式会社施 工 者

採取深度

業 務 名

孔 番

掘 削 深 度
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ボーリング柱状図

調  査  名 香美市新庁舎建設に伴う地質調査委託業務

事業･工事名

ボーリングNo. 2

シートNo. 07213154-02

180°

0°

90°
上

下
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180°
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北

南

水平 0°
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ボーリング名 2 調査位置 高知県香美市土佐山田町 北  緯

発 注 機 関 香美市 調査期間 平成20年1月14日～20年1月18日 東  経

調査業者名
長崎テクノ株式会社

電話（088-882-5205）
主任技師 宮内秀雄

現　場
代理人

宮内秀雄
コ　ア
鑑定者

宮内秀雄
ボーリン
グ責任者

佐藤義春

孔口標高
+42.18m

試 錐 機 東邦D2-G
ハンマー
落下用具

自動落下装置

総掘進長 18.00m エンジン ヤンマー製NS110型 ポ ン プ 東邦BG-3B
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φ5～50mm程度の亜角～亜円礫を
主体とする。マトリックスは中～
細砂。

盛土・
砂礫

暗褐
灰

0.600.4041.58

不均質な細粒分を主体とする。φ
30mm程度の亜円礫を含む。

礫混じ
り有機
質粘土

黒褐

11.0010.4031.18

φ5～50mm程度の亜円礫を主体と
する。マトリックスは中～細砂。
L=3～12cmの短棒状コアで玉石を
採取。
GL-7.5m付近より色調は暗褐灰色
から暗茶灰色に変化し細粒分を多
く含む。
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香美市新庁舎建設に伴う地質調査委託業務

Bor.No.2

18.00m GL-0.00～GL-18.00m

長崎テクノ株式会社

採取深度

施 工 者

業 務 名

孔 番

掘 削 深 度
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平均Ｎ値の計算

No. 1 2 No. 1 2 No. 1 2
1 1 1 18 50
2 2 2 31 50
3 3 3 24 35
4 4 4 45 39
5 5 5 50 50
6 6 6 50 50
7 7 7 50 44
8 8 8 50 50
9 9 9 50 50
10 10 10 50 50
11 11 11 50
12 12 12 50
13 13 13
14 14 14
15 15 15
16 16 16
17 17 17
18 18 18
19 19 19
20 20 20
21 21 21
22 22 22
23 23 23
24 24 24
25 25 25

平均 平均 平均 43.2 46.8
Ｎ値 Ｎ値 Ｎ値

No. 1 2 No. No.
1 30 1 1
2 24 2 2
3 22 3 3
4 33 4 4
5 5 5
6 32 6 6
7 35 7 7
8 8 8
9 9 9
10 10 10
11 11 11
12 12 12
13 13 13
14 14 14
15 15 15
16 16 16
17 17 17
18 18 18
19 19 19
20 20 20
21 21 21
22 22 22
23 23 23
24 24 24
25 25 25

平均 29.3 平均 平均
Ｎ値 Ｎ値 Ｎ値
※礫の影響で大きめに求められている為、除外し算出を行った。

埋立土( B ) 有機質土( Aol1 ) 礫質土( Ag1 )

45.0

粘性土( Dc1 )

29.3

50※

45※



   土 質 試 験 結 果 一 覧 表 （基礎地盤）

調査件名 整理年月日

整理担当者

試 料 番 号

（ ）深 さ

一

般

湿 潤 密 度

乾 燥 密 度

土粒子の密度

自然含水比

間 隙 比

飽 和 度

粒

度

石 分

礫 分

砂 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

コ
ン
シ
ス
テ
ン
シ
ー
特
性

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

分

類

地盤材料の

分 類 名

分 類 記 号

圧

密

試 験 方 法

圧 縮 指 数

圧密降伏応力

一

軸

圧

縮

一軸圧縮強さ

せ

ん

断

試 験 条 件

全 応 力

有効応力

ρt

ρd

ρs

w n

ｅ

Ｓr

g/cm3

g/cm3

g/cm3

％

％

（７５ｍｍ以上）

（２～７５ｍｍ）

（０．０７５～２ｍｍ）

（０．００５～０．０７５ｍｍ）

（０．００５ｍｍ未満）

Ｕc

％

％1)

％1)

％1)

％1)

mm

w L

w p

Ｉp

％

％

Ｃc

ｐc kN/m2

qu kN/m2

ｃ

φ

ｃ′

φ′

kN/m2

°

kN/m2

°

特記事項 1) 石分を除いた75mm未満の土質材料
に対する百分率で表す。

[1kN/m2≒0.0102kgf/cm2]

香美市新庁舎建設に伴う地質調査委託業務 平成 20年 1月 28日

宮内　秀雄

P-1-1
(11.00～12.00m)

60.6

21.4

18.0

-

53

粘性土質

(GCsS)

砂質礫

P-2-1
(10.00～11.00m)

45.7

27.3

27.0

-

37.5

粘性土質

(GCsS)

砂質礫

一軸圧縮強さｑu

一軸圧縮強さｑu

一軸圧縮強さｑu

kN/m2

kN/m2

kN/m2



 J G S 0 0 5 1 地 盤 材 料 の 工 学 的 分 類

調査件名 試験年月日

試 験 者

試 料 番 号

（ 深 さ ）

石 分

礫 分

砂 分

細 粒 分

シルト分

粘 土 分

最 大 粒 径

均 等 係 数

液 性 限 界

塑 性 限 界

塑 性 指 数

地盤材料の分類名

分 類 記 号

凡 例 記 号

(75mm以上)

(2～75mm)

(0.075～2mm)

(0.075mm未満)

(0.005～0.075mm)

(0.005mm未満)

％

％

％

％

％

％

％

％

mm

U c

w L

w p

Ip

特記事項 1) 主に観察と塑性図で判別分類

香美市新庁舎建設に伴う地質調査委託業務 平成 20年 1月 28日

宮内　秀雄

P-1-1

(11.00～12.00m)

60.6

21.4

18.0

53

-

粘性土質

砂質礫

(GCsS)

○

P-2-1

(10.00～11.00m)

45.7

27.3

27.0

37.5

-

粘性土質

砂質礫

(GCsS)
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（
2～
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）
（
％
） 細
粒
分
（
0.075mm未

満
）
（
％
）

砂　分（0.075～2mm）（％）

(a) 中分類用三角座標

Fm
1）

{G} {GS}

{GF}

{SG} {S}

{SF}

(b) 粗粒土の小分類および細粒土の
細分類用三角座標
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-F
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◎



   J I S A 1 2 0 4
J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

D

D

D

D

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 D 20 mm

香美市新庁舎建設に伴う地質調査委託業務 平成 20年 1月 28日

宮内　秀雄

P-1-1
(11.00～12.00m)

100.0

84.2

72.8

64.2

52.1

45.5

39.4

33.3

28.5

24.6

19.4

18.0

P-1-1

(11.00～12.00m)

35.8

18.7

6.1

6.1

8.7

6.6

18.0

39.4

28.5

18.0

53

15.6132

7.9220

0.5270

-

-

-

-

-

0.1203

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P-1-1



   J I S A 1 2 0 4
J G S 0 1 3 1

土 の 粒 度 試 験 （ ふ る い 分 析 ）

調 査 件 名 試験年月日

試料番号(深さ) 試 験 者

含

水

比

含

水

比

全 試 料 2mmふるい通過試料(沈降分析を行わない場合)

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平均値 w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w 1 ％

平均値 w 1 ％

( 全 試 料 ＋ 容 器 ) 質 量 g

容 器( )No. 質 量 g

全 試 料 質 量 m g

全試料の炉乾燥質量 m s＝ g
m

1＋w /100

2 m mふるい残留分

の水洗い後の試料

(試料＋容器)質量 g

容器( )No. 質 量 g

炉 乾 燥 質 量 m 0s g

(2mmふるい通過試料＋容器)質量 g

容 器( )No. 質 量 g

2 m mふるい通過試料の質量 m 1 g

2mmふるい通過

試料の炉乾燥質量
m 1s ＝

m 1

1 ＋　 / 1 0 0w1

g

全 試 料 の 炉 乾 燥 質 量 に 対 す る

2mmふるい通過試料の炉乾燥質量比
m s－m 0s

m s

2 mmふるい残留分 m 0s のふるい分析

2 mmふるい通過分 m 1s のふるい分析(沈降分析を行わない場合)

( )

( )

× ×

× × ×

ふるい 容器 No. (残留試料＋容器)質量 容 器 質 量 残留試料質量 加積残留試料質量 加 積 残 留 率 通過質量百分率P d( )

Σm d( )
Σm d( ) Σm d( )

m d( ) 100 1－ 100
m s m s

mm g g g g ％ ％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

ふるい 容器No. (残留試料＋容器)質量 容 器 質 量 残留試料質量 加積残留試料質量 加積残留率 加積通過率P 通過質量百分率P d( )

Σm d( )
Σm d( ) Σm d( ) m s－m 0s

m d( ) 100 1－ 100 P
m 1s m 1s m s

μm g g g g ％ ％ ％

850

425

250

106

 75

特記事項

香美市新庁舎建設に伴う地質調査委託業務 平成 20年 1月 28日

P-1-1(11.00～12.00m) 宮内　秀雄

0.0

2397.8

433 325.5

2072.3

2072.3

1581.3

433 325.5

1255.8

0.0

235.52

346 132.39

103.13

103.13

0.394

0.0

327.4

236.3

178.2

250.7

136.8

126.4

0.0

327.4

236.3

178.2

250.7

136.8

126.4

0.0

327.4

563.7

741.9

992.6

1129.4

1255.8

0.0

15.8

27.2

35.8

47.9

54.5

60.6

100.0

84.2

72.8

64.2

52.1

45.5

39.4

15.97

12.56

10.21

13.61

3.66

15.97

12.56

10.21

13.61

3.66

15.97

28.53

38.74

52.35

56.01

15.5

27.7

37.6

50.8

54.3

84.5

72.3

62.4

49.2

45.7

33.3

28.5

24.6

19.4

18.0



   J I S A 1 2 0 4
J G S 0 1 3 1 土 の 粒 度 試 験 （粒径加積曲線）

調査件名 試験年月日

試 験 者

試料番号

（深　さ）

試 料 番 号

（深　　　　さ）

ふ

る

い

分

析

沈

降

分

析

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粒 径 mm 通過質量百分率％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

 0.850

 0.425

 0.250

 0.106

 0.075

粗 礫 分

中 礫 分

細 礫 分

粗 砂 分

中 砂 分

細 砂 分

シ ル ト 分

粘 土 分

2mmふるい通過質量百分率

425μmふるい通過質量百分率

75μmふるい通過質量百分率

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

％

最 大 粒 径

60　 ％ 粒 径

50　 ％ 粒 径

30　 ％ 粒 径

10　 ％ 粒 径

均 等 係 数

曲 率 係 数

土 粒 子 の 密 度

D

D

D

D

60

50

30

10

Ｕc

Ｕc′

ρs

mm

mm

mm

mm

mm

g/cm3

使用した分散剤

溶液濃度，溶液添加量

粘 土 シ ル ト 細 砂 中 砂 粗 砂 細 礫 中 礫 粗 礫

特記事項

20　 ％ 粒 径 D 20 mm

香美市新庁舎建設に伴う地質調査委託業務 平成 20年 1月 28日

宮内　秀雄

P-2-1
(10.00～11.00m)

100.0

89.9

82.8

67.1

59.7

54.3

47.9

42.0

37.0

29.5

27.0

P-2-1

(10.00～11.00m)

17.2

23.1

5.4

6.4

10.9

10.0

27.0

54.3

42.0

27.0

37.5

4.9704

1.1090

0.1132

-

-

-

-

-

-

粒 径 (mm)

通
過

質
量

百
分

率
 
（

％
）

75194.7520.8500.2500.0750.005

0.001 0.01 0.1 1.0 10 10050
0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

粒径加積曲線

P-2-1



   J I S A 1 2 0 4
J G S 0 1 3 1

土 の 粒 度 試 験 （ ふ る い 分 析 ）

調 査 件 名 試験年月日

試料番号(深さ) 試 験 者

含

水

比

含

水

比

全 試 料 2mmふるい通過試料(沈降分析を行わない場合)

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w ％

平均値 w ％

容 器 No.

m a g

m b g

m c g

w 1 ％

平均値 w 1 ％

( 全 試 料 ＋ 容 器 ) 質 量 g

容 器( )No. 質 量 g

全 試 料 質 量 m g

全試料の炉乾燥質量 m s＝ g
m

1＋w /100

2 m mふるい残留分

の水洗い後の試料

(試料＋容器)質量 g

容器( )No. 質 量 g

炉 乾 燥 質 量 m 0s g

(2mmふるい通過試料＋容器)質量 g

容 器( )No. 質 量 g

2 m mふるい通過試料の質量 m 1 g

2mmふるい通過

試料の炉乾燥質量
m 1s ＝

m 1

1 ＋　 / 1 0 0w1

g

全 試 料 の 炉 乾 燥 質 量 に 対 す る

2mmふるい通過試料の炉乾燥質量比
m s－m 0s

m s

2 mmふるい残留分 m 0s のふるい分析

2 mmふるい通過分 m 1s のふるい分析(沈降分析を行わない場合)

( )

( )

× ×

× × ×

ふるい 容器 No. (残留試料＋容器)質量 容 器 質 量 残留試料質量 加積残留試料質量 加 積 残 留 率 通過質量百分率P d( )

Σm d( )
Σm d( ) Σm d( )

m d( ) 100 1－ 100
m s m s

mm g g g g ％ ％

75

53

37.5

26.5

19

 9.5

 4.75

 2

ふるい 容器No. (残留試料＋容器)質量 容 器 質 量 残留試料質量 加積残留試料質量 加積残留率 加積通過率P 通過質量百分率P d( )

Σm d( )
Σm d( ) Σm d( ) m s－m 0s

m d( ) 100 1－ 100 P
m 1s m 1s m s

μm g g g g ％ ％ ％

850

425

250

106

 75

特記事項

香美市新庁舎建設に伴う地質調査委託業務 平成 20年 1月 28日

P-2-1(10.00～11.00m) 宮内　秀雄

0.0

1717.4

445 325.7

1391.7

1391.7

961.7

445 325.7

636.0

0.0

229.53

301 127.30

102.23

102.23

0.543

0.0

140.6

98.8

218.5

103.0

75.1

0.0

140.6

98.8

218.5

103.0

75.1

0.0

140.6

239.4

457.9

560.9

636.0

0.0

10.1

17.2

32.9

40.3

45.7

100.0

89.9

82.8

67.1

59.7

54.3

12.05

11.11

9.41

14.12

4.71

12.05

11.11

9.41

14.12

4.71

12.05

23.16

32.57

46.69

51.40

11.8

22.7

31.9

45.7

50.3

88.2

77.3

68.1

54.3

49.7

47.9

42.0

37.0

29.5

27.0


